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立命館アジア太平洋大学 

報道機関 各位                                      2017 年 2 月 7 日 

                                                 APU リリース 2016-86 

 

地域の方と一緒に育てたお米で餅つき大会開催 

国際学生に日本文化を知ってもらう機会に 
 

立命館アジア太平洋大学（APU）で、毎年恒例の餅つき大会を行います。こちらは立命館大学 OB で耶馬渓の

農家の方が、本学の国際学生に日本文化を知ってもらいたいということではじまり、立命館生活協同組合

（APU）が 2003 年から毎年実施しています。 

 

生協が企画した田植えや稲刈り体験に参加した学生と農家の方々が、一緒に育てたもち米を使って餅つきをしま

す。つきたてのお餅を、在学生や教職員に振舞います。主催の立命館生活協同組合（APU）森山美里店長は、

「国際学生は日本の伝統文化に触れる機会が少ないので、来ていただき、おいしいお餅を味わってください」と話

しています。 

 

日時 ： 2017 年 2 月 9 日（木） 11:00 開始 なくなり次第終了  

場所 ： 立命館アジア太平洋大学 カフェテリア 

参加者 ： 耶馬渓の農家の方、在学生、教職員など 

参加費 ： 無料 

主催 ： 立命館生活協同組合（APU） 

提供数 ： 先着 300 食 （おろしポン酢・きなこの 2 種）  

 

 

 

 

 

                                    
【本発表資料のお問い合わせ先】  学長室（広報）担当：加藤・宮腰 

Tel:0977-78-1114 携帯:090-5473-3803 住所：〒874-8577  大分県別府市十文字原 1-1 
ウェブサイト：http://www.apu.ac.jp/home/ 

フェイスブック：https://www.facebook.com/RitsumeikanAsiaPacificUniversity/  

取材のお知らせ 

ついた餅を丸める学生たち 餅つきをする学生たち 

写真は 2 枚とも昨年の餅つき大会より。提供：立命館生活協同組合（APU）Facebook 

http://www.apu.ac.jp/home/
https://www.facebook.com/RitsumeikanAsiaPacificUniversity/

